
事業概要【野生鳥獣捕獲人材の確保・育成拠点整備】 拠点当初

令和６年度第２回募集初回採択回愛知県申請者

3,262,031千円（52,045千円）期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）R6-R8年度事業計画期間

農林水産分野事業分野地方創生拠点整備タイプ（当初予算分）事業タイプ

狩猟の担い手不足・高齢化の課題を解決するため、愛知県総合射撃場の既存機能を活かしつつ、新たな機能を
整備することにより、狩猟の担い手の確保及び人材育成を図り、中山間地域の野生鳥獣による農作物の被害を
減少させ持続可能な農業を目指す。

目的（効果）

愛知県総合射撃場にイベント・研修会も行える多目的ホール、実際の狩猟
さながらの臨場感を体験できる射撃シミュレーターやVR機器、ジビエ加工品を
利用した食事やお土産の購入ができるカフェや農産物販売所といった機能を新
たに付加することで、多くの方々に立ち寄っていただき、気軽に射撃に触れる機
会を創出することで、狩猟の担い手の新規獲得・育成につなげる。
さらに、射撃利用者と一般利用者の動線を分離するためのセキュリティフェンス
を設置し、マイナンバーカードを活用して射撃場区域への入退場の管理をする。
また、マイナンバーカードの情報を活用し、イベント・研修会等のお知らせなどを
行う。

○効果促進事業（ハード事業）の内容
【管理棟取壊し費】 49,933千円
【管理棟取壊し工事監理費】 2,112千円

整備内容・
利活用方策

※経費内訳はR6年度事業費

https://aispo-do.jp/関連URL
①地域における農林水産出荷額（農業）（＋186億円）
②狩猟免許所持者数（＋150人）
③鳥獣被害対策実施隊等の捕獲リーダー数（＋9人）
④総合射撃場利用料金収入（＋11,860千円）

KPI
※カッコ内の数値は供用開始
5年後の「KPI増加分」の目
標値

https://aispo-do.jp/


【野生鳥獣捕獲人材の確保・育成拠点整備事業】補足資料

実施推進主体 委託先 再委託先 備考

愛知県 株式会社今井組に委託。 なし


